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第 1 図は，科研所長・多田礼吉少将（写真，前列右から 5 番目），同所第一部長・長沢重五大佐（写



























1937 年 12 月，蒋介石が率いる中華民国国民政府の首都・南京を陥落したことで，日本中が
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南京攻略戦の実態を示す資料が「俊正正利 従軍日記」（第 4 図）である。俊正は第十軍第
十八師団工兵第十二連隊に所属していた工兵である。この日記には 1937 年 11 月杭州湾上陸か
ら 1939（昭和 14）年 3 月まで，中国戦線の様子が克明に記録されている。南京陥落時である











1937 年 12 月 17 日付の上海野戦郵便局の南京陥落紀念風景印があり，「右の記念「スタンプ」
の日こそ我等の忘れる事の出来ぬ南京入城式の日だ」とメモ書きされている（第 5 図）ため，
入城をすることがなくとも，南京攻略戦が俊正にとって印象深いものだったことが伝わる。

















この改正を国民へ周知徹底するため，同法公布前である 7 月 21 日
に発刊されたのが『週報』第 40 号である。この中で欧米の軍機保護
の例を出し，日本は後れをとっていると国民に危機感を与えている。
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1914（大正３）年　  ３月 渋沢栄一ら実業家と化学・応用化学・農芸化学・薬学研究者が連名で帝国議会に化学研
究所設立の請願書を提出
７月 第一次世界大戦開戦
1916（大正５）年　  ３月 「理化学を研究する公益法人に対し，国庫補助を為す法律案」可決
1917（大正６）年　  ３月 財団法人理化学研究所開設
1918（大正７）年　  ４月 軍需工業動員法制定
11 月 第一次世界大戦終戦
1919（大正８）年　  ４月 陸軍科学研究所開設
















1918（大正 7）年 3 月 9 日「軍需工業動員法案委員会議録　第二回」（国立国会図書館所蔵）より抜粋　




































































































































（1937 年８月発行，第４巻第 28 号，伊藤光氏寄贈）
 
第 12図　『航空学会雑』掲載企業広告
（〔左〕1938 年２月発行，第５巻第 34 号，〔右〕
1938 年１月発行，第５巻第 33 号，伊藤光氏寄贈）
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1935（昭和 10）年 10 月，昭和天皇が最新兵器視察のため，科研および隣接する戸山練兵場
を訪れた。戸山練兵場に設けられた天覧場には，科研のほか，糧秣廠，被服廠，軍医学校など
陸軍のあらゆる機関から最新鋭の兵器が集められた。1931（昭和 6）年，満州事変勃発後，日



































































































東京帝国大学編『東京帝国大学一覧　大正 15 年至昭和２年』（東京帝国大学，1927 年）














本稿図表番号 資料名 所蔵者 資料番号
第３図 『画報躍進之日本』南京陥落祝賀号　表紙 渡辺賢二 借用
第４図 俊正正利 従軍日記　1937 年 12 月 13 日付 当館 1773
第４図 俊正正利 従軍日記　1937 年 12 月 31 日付 〃 1774
第５図 俊正正利 従軍日記　南京陥落紀念スタンプ 〃 1776
第６図 『週報』第 40 号 表紙 渡辺賢二 借用
第７図 『国家機密の保護』表紙 〃 借用
第８図 『國體の本義』表紙 〃 借用
第８図 『註釋　臣民の道』表紙 〃 借用
第２章　科学と技術の戦争動員　
本稿図表番号 資料名 所蔵者 資料番号
第 11 図 『航空學會誌』第２巻第３号　55 頁　陸軍技師講演録 当館 航空１- ３
掲載無 『航空學會誌』第２巻第８号　表紙　海軍少佐講演録 〃 航空１- ８
掲載無
『航空學會誌』第５巻第 33 号　後６- ７頁
陸海軍指定工場広告
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第 16 図 陸軍技術有功章　賞状 〃 1299
第 22 図 『榮光』陸軍々需資材天覽記念寫眞帖　表紙 〃 1044
